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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月24日(2011.8.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電解質の両側に一対の電極を配設した電解質・電極構造体と、金属セパレータとが積層
されるとともに、燃料ガス又は酸化剤ガスのいずれかである反応ガスを前記金属セパレー
タの面方向に流す反応ガス流路と、前記反応ガスを積層方向に流通させる反応ガス連通孔
とが形成される燃料電池であって、
　少なくとも一方の前記金属セパレータは、金属プレートにシール部材が一体成形されて
構成され、
　前記金属プレートには、前記反応ガス流路と前記反応ガス連通孔とを連通する孔部が設
けられるとともに、
　前記シール部材は、前記孔部を形成する内周面を被覆して絶縁性連通孔を形成するため
の被覆部を有することを特徴とする燃料電池。
【請求項２】
　請求項１記載の燃料電池において、前記シール部材は、少なくとも前記反応ガス連通孔
を周回する突起を有することを特徴とする燃料電池。
【請求項３】
　請求項２記載の燃料電池において、前記シール部材の前記被覆部は、前記孔部の内周面
を被覆する内周面被覆部及び該孔部の両端側の面を被覆する両面被覆部を有することを特
徴とする燃料電池。
【請求項４】
　電解質の両側に一対の電極を配設した電解質・電極構造体と、金属セパレータとが積層
されるとともに、燃料ガス又は酸化剤ガスのいずれかである反応ガスを前記金属セパレー
タの面方向に流す反応ガス流路と、前記反応ガスを積層方向に流通させる反応ガス連通孔
とが形成される燃料電池に用いられる燃料電池用金属セパレータの製造方法であって、
　少なくとも一方の前記金属セパレータを構成する金属プレートには、前記反応ガス流路
と前記反応ガス連通孔とを連通する孔部が形成されており、
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　前記金属プレートに射出成形処理を施すことにより、前記金属プレートに前記孔部を閉
塞してシール部材を一体成形する工程と、
　前記孔部を閉塞するシール部分に打ち抜き処理を施すことにより、前記孔部を形成する
内周面に前記シール部材による被覆部が設けられた絶縁性連通孔を形成する工程と、
　を有することを特徴とする燃料電池用金属セパレータの製造方法。
【請求項５】
　請求項４記載の製造方法において、前記シール部分は、打ち抜き処理により前記被覆部
から分離される分離境界部が一体成形されるとともに、
　前記分離境界部は、前記シール部分よりも肉薄に設定されることを特徴とする燃料電池
用金属セパレータの製造方法。
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